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春
日
市
は
、
４
月
１
日
で
、
市
制
施
行
30
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

住
宅
都
市
と
し
て
発
展
を
続
け
て
い
た
春
日
町

は
、
３
万
人
特
例
法
の
適
用
を
受
け
、
昭
和
47
年

４
月
１
日
、
春
日
市
と
な
り
ま
し
た
。

当
時
の
人
口
は
、
約
４
万
５
千
人
。
市
内
に
は
、

ま
だ
田
畑
や
山
林
の
風
景
が
残
る
閑
静
な
ま
ち
で

し
た
。

春
日
市
は
、
第
１
次
総
合
計
画
（
昭
和
46
年
制

定
）
で
「
健
康
で
文
化
的
な
住
宅
都
市
の
創
造
」

を
か
か
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
４
次
に
わ
た
る
総

合
計
画
に
基
づ
き
文
化
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
福
祉
施

設
、
公
園
な
ど
の
都
市
基
盤
を
着
実
に
整
備
し
、

福
岡
都
市
圏
の
住
宅
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
一
方
で
、
急
速
な
都
市
化
の
影
響
か

ら
良
好
な
自
然
環
境
を
守
る
た
め
、
た
め
池
の
保

全
や
緑
地
の
保
護
に
も
努
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
も
人
口
は
増
え
つ
づ
け
、
平
成
８
年
に

は
10
万
人
を
突
破
。
現
在
で
は
、
10
万
７，

０
０

０
人
を
擁
す
る
県
下
５
番
目
の
市
へ
と
変
貌
し
ま

し
た
。

先
人
た
ち
の
努
力
も
あ
り
、
発
展
し
続
け
て
き

た
春
日
市
は
、
平
成
９
年
西
日
本
新
聞
社
が
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、「
住
み
や
す
さ
」
県
内
第
１

位
に
選
ば
れ
た
こ
と
も
、記
憶
に
新
し
い
こ
と
で
す
。

市
制
30
周
年
を
迎
え
た
今
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る

ま
ち
へ
と
飛
躍
す
る
た
め
に
、
市
民
の
皆
様
と
と

も
に
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

市
制
施
行
（
春
日
町
か
ら
春
日
市
へ
）

人
口
４
万
５，

０
１
６
人

世
帯
数
１
万
３，

９
４
７

板
付
基
地
春
日
原
宿
舎
か
ら
米
軍
撤
退

市
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
館
が
オ
ー
プ
ン

集
中
豪
雨(

１
０
３
mm
／
ｈ)

が
春
日
を
襲
う

床
上
浸
水
　
６
１
３
戸

床
下
浸
水
　
１，

１
７
３
戸

道
路
破
損
　
42
ヶ
所

第
１
回
春
日
市
文
化
祭

人
口
５
万
人
突
破

た
め
池
保
全
条
例

社
会
福
祉
協
議
会
発
足

老
人
給
食
開
始

体
育
協
会
発
足

昭
和
47
年

昭
和
48
年

昭
和
49
年

昭
和
50
年

昭　和

△米軍基地は、現在市役所や春日公園など
になっている(昭和47年)

△大被害をもたらした集中豪雨(昭和48年)
(写真は須玖交差点付近の様子)

△当時すでに、現在の出前ト
ークにあたる「市長と語る夕
べ」が行われていました。

初代春日市長

柴田
しばた

大次郎
だいじろう

(故人)

△第１回春日市文化祭(昭和49年)

△市制施行を伝える春日市政だより増刊号

※
３
万
人
特
例
法
と
は
、
市
昇
格
の
基
準
と
さ
れ
て
い
た
人
口
要
件

５
万
人
を
３
万
人
に
緩
和
し
た
法
律
で
す
。

※

第２代春日市長

亀谷
かめや

長榮
ちょうえい

(故人)
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婿む
こ

押
し
祭
り
が
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

市
制
５
周
年

春
日
那
珂
川
水
道
企
業
団
設
立

文
化
協
会
発
足

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
館

第
二
次
総
合
計
画

「
健
康
と
文
化
の
公
園
都
市
」

福
岡
市
南
部
清
掃
工
場
完
成

ナ
ギ
の
木
苑
オ
ー
プ
ン

市
制
10
周
年

第
１
回
春
日
市
少
年
の
船

文
化
会
館(

現
在
の
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー)

オ
ー
プ
ン

西
鉄
春
日
原
駅
が
急
行
停
車
駅
と
な
る

春
日
市
情
報
公
開
条
例
制
定

老
人
下
宿
「
幸

し
あ
わ
せ
の
里さ

と

」
オ
ー
プ
ン

春
日
市
個
人
保
護
条
例
制
定

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
発
足

新
た
め
池
保
全
条
例
制
定

岡
本
遺
跡
が
国
史
跡
に
指
定

昭
和
51
年

昭
和
52
年

昭
和
53
年

昭
和
54
年

昭
和
56
年

昭
和
57
年

昭
和
58
年

昭
和
59
年

昭
和
60
年

昭
和
61
年

昭　和

Ｊ
Ｒ
春
日
駅
が
誕
生

第
三
次
総
合
計
画

「
感
性
発
信
都
市
か
す
が
」

Ｊ
Ｒ
博
多
南
駅
が
誕
生

と
び
う
め
国
体
開
催

白
水
大
池
公
園
開
園

西
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
開
館

市
制
施
行
20
周
年

新
市
庁
舎
完
成

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
開
館

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
・
市
民
図
書
館
開
館

皇
太
子
ご
夫
妻
が
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
を
ご
訪
問

婿
押
し
祭
り
が
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
福
岡
大
会
開
催

人
口
が
10
万
人
を
超
え
る

奴
国

な

こ

く

の
丘
歴
史
資
料
館
開
館

下
水
道
普
及
率
１
０
０
％
達
成

温
水
プ
ー
ル
完
成

福
祉
ぱ
れ
っ
と
館
開
館

第
四
次
総
合
計
画

「
輝
き

ふ
れ
あ
い

安
ら
ぎ
の
都
市

か
す
が
」

平
成
元
年

平
成
２
年

平
成
３
年

平
成
４
年

平
成
６
年

平
成
７
年

平
成
８
年

平
成
10
年

平
成
11
年

平
成
12
年

平
成
14
年

平　成

△情報公開を伝える当時の市報

△とびうめ国体キャラクター
「フックン」(平成２年)

△ユニバーシアード福岡大会
キャラクター「カバプー」(平成７年)

△10万人目の市民に市長から記念品
の贈呈(平成８年) △JR春日駅開業(平成元年)△ふれあい文化センター開館(平成７年)

△社会福祉センター(昭和54年)△文化会館開館式典(昭和57年)

第３代春日市長

白水
しろうず

清幸
きよゆき

(故人)

現春日市長

井上
いのうえ

澄和
すみかず
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市
内
の
機
関
、
団
体
の
代
表
者
、
学

識
経
験
者
な
ど
で
５
周
年
記
念
実
行
委

員
会
を
作
り
、
市
民
公
募
な
ど
を
通
じ

て
、
市
民
の
連
帯
感
を
高
め
る
企
画
が

考
え
ら
れ
ま
し
た
。

▽
市
民
憲
章

▽
市
歌
「
春
日
讃
歌
」、
市
民
音
頭
「
ふ

る
さ
と
音
頭
」

▽
市
の
花
「
ゆ
り
」、
市
の
木
「
ナ
ギ

の
木
」

▽
春
日
あ
ん
ど
ん
祭
り

10
月
８
日
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
る

▽
ミ
ス
春
日
コ
ン
テ
ス
ト

春
日
あ
ん
ど
ん
祭
り
の
中
で
、
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
現
在
で
は
、

ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
は
行
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
。）

▽
春
日
市
少
年
の
船

▽
文
化
講
演
会

10
月
９
日
、
文
化
会
館
で
、
小
池

こ

い

け

朝あ
さ

雄お

さ
ん
を
招
い
て
、
文
化
講
演
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

▽
記
念
式
典

11
月
３
日
、文
化
会
館
で
行
わ
れ
る
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
県
無
形

文
化
財
指
定
の
博
多
独
楽
の
演
技
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

▽
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
標
語

▽
白
水
大
池
フ
ェ
ス
タ

10
月
25
日
、
白
水
大
池
公
園
で
苗
木

の
無
料
配
布
や
熱
気
球
体
験
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▽
式
典

市
制
20
周
年
と
新
市
庁
舎
落
成
記
念

の
式
典
が
、
10
月
20
日
、
市
役
所
で

行
わ
れ
、
春
日
太
鼓
や
能
「
高
砂
」、

弦
楽
四
重
奏
、
琴
演
奏
な
ど
が
披
露

さ
れ
た
。

春
日
市
は
、
今
年
市
制
30
周
年
を
記

念
し
て
、
記
念
事
業
や
記
念
式
典
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
参
加
者
と

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

記
念
式
典
と
記
念
事
業
の
企
画
・

運
営
を
行
う
、
市
民
実
行
委
員
の
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

記
念
事
業
は
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん

の
ア
イ
デ
ア
を
盛
り
込
み
な
が
ら
つ

く
り
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

30
周
年
記
念
に
ふ
さ
わ
し
い
企
画

を
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。

対
象

高
校
生
以
上
の
市
民

期
間

５
月
〜
記
念
事
業
終
了
ま
で

※

活
動
日
時
、
場
所
な
ど
は
、
実
行

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
決
め
ま
す
。

11
月
24
日
、
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
う
市
制
30
周
年
記
念
式
典

の
中
で
、
市
民
２
０
０
人
に
よ
る
大

合
唱
を
行
い
ま
す
。
こ
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

ゴ
ス
ペ
ル
調
の
曲
や
、
春
日
市
民

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
伴
奏
に
よ
る
合
唱

曲
を
歌
い
、
春
日
市
の
30
歳
の
誕
生

日
を
祝
い
ま
し
ょ
う
。

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す

る
中
学
生
以
上
の
人

※
　
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
市
外

居
住
者
で
も
参
加
可
能
で
す
。

定
員

男
女
各
１
０
０
人(

申
込
先

着
順)

参
加
費

１，

０
０
０
円

練
習
日
時

５
月
18
日
〜
11
月
23
日

毎
週
土
曜
日

午
後
７
時
〜
９
時

※

臨
時
に
練
習
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

練
習
場
所

市
役
所
大
会
議
室
ほ
か

(

原
町
３
―
１
―
５)

※

合
唱
参
加
者
に
は
、
当
日
の
演

奏
を
録
音
し
た
記
念
Ｃ
Ｄ
を
差
し

上
げ
ま
す
。

申
込
方
法

４
月
30
日
�
ま
で
に
、
ハ

ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
、「
記
念
事
業
ス
タ
ッ
フ

希
望
」
か
「
記
念
式
典
合
唱
希

望
」
の
い
ず
れ
か
と
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
住
所
、
年
齢
、
職

業
（
学
校
名
）、
電
話
番
号
、

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り

課
（
〒
816
―
８
５
０
１
春
日
市

役
所
）

1(

584)

１
１
５
３

Ｅ
メ
ー
ル

tiiki@
city.kasu

g

a.fu
ku
o
ka.jp

市
制
30
周
年
記
念

記
念
事
業
ス
タ
ッ
フ
・
記
念
式
典
合
唱
　
参
加
者
募
集

（レコードは市民課窓口で600円で販売中）

△「ふるさと音頭」も手拍子、足拍子
△第１回春日市少年の船

春
日
市
制
30
周
年

「
春
日
市
民
の
こ
と
ば
」

わ
た
く
し
た
ち
は

い
つ
ま
で
も
若
い
春
日
市
を
ね
が
い

歴
史
と
伝
統
を
守
り

美
し
い
心
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め

次
の
こ
と
ば
を
定
め
ま
す

一
、
豊
か
な
緑
と
人
の
和
あ
ふ
れ
る
文
化

の
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
教
養
を
た
か
め
個
性
あ
る
心
豊
か
な

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
た
が
い
に
助
け
合
い
希
望
と
福
祉
の

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

市
制
５
周
年
記
念

△市の花「ゆり」

市
制
10
周
年
記
念

市
制
20
周
年
記
念

△記念して舞われた能「高砂」

記
念
事
業
ス
タ
ッ
フ
募
集

「
記
念
式
典
合
唱
」出
演
者
募
集

20才のステップ
21世紀へジャンプ



国
保
・
年
金
・
精
神
保
健

5

国
民
健
康
保
険
の
加
入
届

会
社
を
退
職
し
た
り
、
家
族
の
扶
養
か

ら
は
ず
れ
た
り
し
た
場
合
は
、
14
日
以
内

に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

持
っ
て
く
る
も
の

▽
勤
務
先
の
健
康
保

険
資
格
喪
失
証
明
書
▽
家
族
の
国

保
保
険
証(

家
族
の
中
に
す
で
に
加

入
し
て
い
る
人
が
い
る
場
合)

▽
印

か
ん

※

加
入
届
が
遅
れ
た
場
合
で
も
、
国
民

健
康
保
険
税
は
、
退
職
時
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
か
か
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
喪
失
届

他
の
市
町
村
に
引
っ
越
し
た
と
き
や
勤

務
先
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き
、
そ

の
扶
養
に
入
っ
た
と
き
な
ど
は
、
14
日
以

内
に
国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
手
続
き

が
必
要
で
す
。

持
っ
て
く
る
も
の

▽
国
保
保
険
証
▽
新

し
く
加
入
し
た
健
康
保
険
証
▽
印

か
ん

も
し
届
出
を
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
国
保
の

保
険
証
で
受
診
し
た
場
合
は
、
医
療
費
を

返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
保
険
証
の
有
効
期
限
が
切
れ
て

い
て
も
喪
失
届
を
し
な
け
れ
ば
、
引
き
続

き
国
民
健
康
保
険
税
が
か
か
り
ま
す
。
喪

失
届
は
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(

国
保
年
金
課
国
保
担
当)

国民年金の手続きが変わります

４月から国民年金の手続きが一部変わります。保険
料の納付については社会保険事務所が担当窓口となり
ます。
保険料が納めやすくなります
○納付書で納めている人

これまでは市が納付書を発行していましたが、４
月分からは、社会保険庁が発行する納付書(４月～
平成15年３月分)で納めてください。これまでより
取扱金融機関が増えたので、納めやすくなりました。
○口座振替で納めている人

これまでは当月末に引き落としていましたが、４
月分からは、翌月の月末に引き落とすようになりま
す。（末日が休日の場合は翌営業日）
万が一、残高不足で引き落としできなかった場合

は、翌月分の保険料と合わせて翌々月に再振替とな
ります。
なお、口座振替で前納の登録が済んでいる場合は、

４月末日が引き落とし日となります。
○半額免除制度ができました

一定の所得以下で保険料納付が困難な人は、申請
して承認を受ければ保険料が免除されます。
これまでは全額免除制度のみでしたが、４月分か

らは、保険料の半額を免除する制度ができました。
半額免除を受けた期間は、将来、保険料納付済期

間の３分の２として計算されます。
※ 学生は学生納付特例制度の対象となるので半額
免除には該当しません。

被扶養者の届出が便利になります
これまでは、厚生年金や共済年金に加入している配

偶者の被扶養者(第３号被保険者)に関する手続きは市
役所で受け付けていましたが、４月からは配偶者の勤
務先に届け出るようになりました。
なお、配偶者の扶養からはずれて、第１号被保険者

となる(国民年金を自分で納める)場合は、これまでど
おり市役所に届出をしてください。
問い合わせ先
u市年金担当
u南福岡社会保険事務所

1(552)６１１１

「精神保健および精神障害福祉に
関する法律」が変わりました

「精神保健および精神障害者福祉に関する法律」が改正され
ました。これに伴い、４月から市役所窓口で手帳の申請などが
可能になり、また新たなサービスが受けられるようになります。

申請窓口が保健所から市役所に
○精神障害者保健福祉手帳の交付と再交付
手帳の交付が、４月１日から、筑紫保健所から市役所へ変

わります。
この手帳は、一定の障害があることを証明するもので、各

種サービスを受ける際に必要になります。
○通院医療費公費負担証の交付
公費負担証の交付が、４月１日から、筑紫保健所から市役

所へ変わります。
なお、この公費負担証は、在宅の精神障害者に対して医療

費の補助を行うもので、自己負担は医療費の５％となります。

精神障害者ホームヘルプサービス事業
４月から、精神障害で日常生活を営むのに支障のある人がい

る家庭に対し、ホームヘルパーを派遣します。
援助内容
u家事の援助　洗濯、掃除、生活必需品の買い物
u身体介助　入浴などの援助、通院の付き添い
u相談助言　生活上の不安や介護に関する相談

精神障害者福祉サービス
福祉タクシー券が追加
市内に住んでいる精神障害者保健福祉手帳一級の人は、各種

サービスが受けられます。
主なサービス
u福祉タクシー利用券の交付
u心身障害者福祉手当（所得制限あり）
u重度障害者介護手当など（所得制限あり）

※ このほか、市役所窓口で、本人やその家族から、精神障害
についての悩み相談なども受け付けています。
また、必要に応じて、市保健師による家庭訪問も実施して

います。
詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ先 高齢障害課

手
続
き
が
必
要
で
す

国
保
の
加
入
と
喪
失

手続き窓口が変わります
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筑
紫
地
区
の
女
声
コ
ー
ラ
ス
12
団
体

と
混
声
コ
ー
ラ
ス
３
団
体
に
よ
る
発
表

会
で
す
。

当
日
は
、
弥
生
琴
と
バ
イ
オ
リ
ン
の

演
奏
も
行
わ
れ
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

４
月
14
日
�

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ス
プ

リ
ン
グ
ホ
ー
ル（
大
谷
６
―
24
）

問
い
合
わ
せ
先

コ
ー
ラ
ス
春
日
　
末す

え

次つ
ぐ1(

582)

９
７
８
６

親
子
で
楽
し
め
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。

日
時

４
月
21
日
�

午
後
３
時
〜
（
開
場
午
後
２
時

30
分
〜
）

場
所

太
宰
府
市
中
央
公
民
館
市
民
ホ

ー
ル
（
太
宰
府
市
観
世
音
寺
１

―
３
―
１
）

費
用

３
０
０
円(

小
学
生
以
下
無
料)

曲
目

▽
カ
ウ
ボ
ー
イ

▽
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
到
着

▽
宮
崎
駿
ア
ニ
メ
メ
ド
レ
ー

問
い
合
わ
せ
先

ノ
ア
ー
ル
・
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
・
ウ
ィ
ン
ズ
　
山
本

や
ま
も
と

1(

571)

１
６
５
９
（
5
兼
用
）

春
日
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
が

行
う
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
で
す
。

親
子
で
チ
ー
ム
を
作
り
、
ゲ
ー
ム
や

ク
イ
ズ
を
楽
し
み
な
が
ら
春
日
の
街
の

魅
力
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

４
月
20
日
�
（
小
雨
決
行
）

午
後
１
時
〜

（
受
付
　
午
後
０
時
30
分
）

集
合
場
所

奴
国

な

こ

く

の
丘
歴
史
資
料
館

（
岡
本
６
―
12
）

定
員

30
チ
ー
ム
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

チ
ー
ム
構
成

３
〜
５
人
（
１
人
以
上

の
大
人
を
含
む
）

参
加
費

一
人
３
０
０
円
（
保
険
料
を

含
む
）

申
込
方
法

４
月
15
日
�
（
必
着
）
ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
参
加
者
全
員
の
氏
名
、
年
齢

と
代
表
者
の
連
絡
先
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
合
原

ご
う
は
ら

（
〒

816
―
０
８
４
６
下
白
水
南
５
―

40
）

1(

592)

６
６
０
９
（
5
兼
用
）

春
を
告
げ
る
花
の
祭
典
「
海
の
中
道

フ
ラ
ワ
ー
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」。
今
年
は
「
光

と
風
の
広
場
」が
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
も
楽
し
め
ま
す
。

開
催
期
間

５
月
６
日
�
ま
で

開
園
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５

時
30
分

※

５
月
３
日
〜
６
日
は
午
後
９
時
ま

で
開
園
し
ま
す
。

会
場

海
の
中
道
海
浜
公
園
（
福
岡
市

東
区
西
戸
崎
18
―
25
）

入
園
料

▽
大
人(

15
歳
以
上)

４
０
０
円

▽
小
人(

６
歳
以
上
15
歳
未
満)

80
円

▽
幼
児(
６
歳
未
満)

無
料

問
い
合
わ
せ
先

海
の
中
道
海
浜
公
園

管
理
セ
ン
タ
ー

1(

603)

１
１
１
１

フ
ラ
ワ
ー
ピ
ク
ニ
ッ
ク
２
０
０
２

入
場
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

フ
ラ
ワ
ー
ピ
ク
ニ
ッ
ク
２
０
０
２
の

入
場
券(

大
人
用)

を
ペ
ア
で
５
組
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
お
よ
び
「
入
場
券
希

望
」
と
書
い
て
、
４
月
10
日
�

イ
ベ
ン
ト�

筑
紫
地
区
コ
ー
ラ
ス
交
流
会

海
の
中
道
海
浜
公
園

フ
ラ
ワ
ー
ピ
ク
ニ
ッ
ク
２
０
０
２
年

春
の
ぽ
っ
か
ぽ
か
コ
ン
サ
ー
ト

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

参
加
者
募
集

(

必
着)

ま
で
に
送
る

応
募
先

市
情
報
政
策
課
「
フ
ラ
ワ
ー

ピ
ク
ニ
ッ
ク
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
係

(

〒
816
―
８
５
０
１)

※

当
選
は
入
場
券
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
入
場
券
は
４
月
中
旬
に
発
送

予
定
で
す
。

春
日
市
野
外
活
動
場
内
の
星
の
館（
天

体
観
測
所
）
で
、
毎
月
星
の
観
望
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

４
月
20
日
�

午
後
８
時
〜
10
時

場
所

市
野
外
活
動
場
星
の
館
（
大
野

城
市
牛
頸

う
し
く
び

２
３
７
４
ー
２
）

参
加
費

▽
高
校
生
以
上
　
２
０
０
円

▽
中
学
生
以
下
　
１
０
０
円

※

中
学
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が

必
要
で
す
。

定
員

20
人
程
度
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

申
込
方
法

４
月
12
日
�
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

1(

571)

３
２
３
４

外
国
語
で
日
常
会
話
程
度
が
で
き
る

人
を
対
象
に
、
国
際
交
流
事
業
を
手
伝

っ
て
も
ら
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
訳
の
た

め
の
語
学
研
修
を
行
い
ま
す
。

受
講
は
無
料
で
す
。

日
程

▽
英
語
　
５
〜
11
月
の
第
３
金
曜
日

(

11
月
の
み
22
日
�)

▽
中
国
語
　
５
〜
11
月
の
第
２
木
曜
日

※
　
い
ず
れ
も
８
月
を
除
き
ま
す
。

時
間

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
（
大

谷
６
―
24
）

定
員

20
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

４
月
30
日
�
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

1(

575)

４
１
２
１

星
の
観
望
会

講
　
座�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
訳
研
修

受
講
者
募
集
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市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
35
歳

以
下
の
勤
労
者
を
対
象
と
し
た
初
心
者

向
け
の
講
座
で
す
。

○
初
心
者
ゴ
ル
フ
教
室

期
間

５
月
７
日
�
〜
７
月
30
日
�

(

毎
月
第
３
火
曜
日
を
除
く

毎
週
火
曜
日
　
全
10
回)

場
所

ハ
ミ
ン
グ
バ
ー
ド(

大
野
城

市
牛
頸

う
し
く
び

４
４
０
―
７)

定
員

10
人

○
和
食
の
基
本
料
理
教
室

期
間

５
月
14
日
�
〜
７
月
23
日
�

(

第
２
・
４
火
曜
日
　
全
６

回)

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
料

理
講
習
室(

大
谷
６
―
24)

定
員

20
人

○
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
英
語
教
室

期
間

５
月
８
日
�
〜
７
月
10
日
�

(

毎
週
水
曜
日
　
全
10
回)

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講
習
室

(

大
谷
６
―
28)

定
員

20
人

○
初
心
者
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室(

フ
ァ

ン
ク
エ
ア
ロ)

期
間

５
月
９
日
�
〜
７
月
11
日
�

(

毎
週
木
曜
日
　
全
10
回)

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
体
育
室

定
員

30
人

○
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
教
室

期
間

５
月
10
日
�
〜
７
月
26
日
�

(

第
２
・
４
金
曜
日
　
全
６
回)

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講
習
室

定
員

20
人

受
講
料

１
教
室
１，

０
０
０
円
（
別

途
実
費
が
必
要
な
講
座
あ
り
）

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

※

ゴ
ル
フ
教
室
は
午
後
７
時
30
分
〜

９
時
で
す
。

申
込
方
法

４
月
20
日
�(
必
着)

ま
で

に
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
希

望
す
る
教
室
名
、
住
所
、
氏
名

(

ふ
り
が
な)

、
年
齢
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
、
勤
務
先
を
書

い
て
送
る

※
　
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
係
（
〒
816

―
０
８
３
１
大
谷
６
―
28
）

1(

571)

３
２
３
４

5(

585)

１
６
３
４

春
日
市
国
際
交
流
協
会
に
よ
る
、
英

語
と
中
国
語
の
教
室
で
す
。

○
親
子
英
会
話

日
程

毎
週
木
曜
日

対
象

小
学
３
〜
６
年
生
と
そ
の
保

護
者

受
講
料

６，

０
０
０
円

○
英
会
話
ス
テ
ッ
プ
１
（
英
検
準
２
級

程
度
）

日
程

毎
週
木
曜
日

対
象

中
学
生
以
上

受
講
料

９，

０
０
０
円

○
英
会
話
ス
テ
ッ
プ
２(

英
検
２
級
程
度)

日
程

毎
週
金
曜
日

対
象

中
学
生
以
上

受
講
料

９，

０
０
０
円

○
中
国
語
会
話
（
初
級
）

日
程

毎
週
金
曜
日

対
象

18
歳
以
上

受
講
料

７，

５
０
０
円

期
間

５
月
〜
７
月

時
間

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
原
町
３

―
１
―
７)

定
員

各
20
人
（
申
込
先
着
順
）

※

受
講
生
が
少
な
い
場
合
は
中
止
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

講
師

各
ク
ラ
ス
と
も
当
該
言
語
を
母

国
語
と
す
る
人
を
予
定

※

受
講
料
は
、
い
ず
れ
も
３
か
月
分

で
す
。
国
際
交
流
協
会(

入
会
金
２，

０
０
０
円)

未
加
入
者
の
受
講
料
は
、

そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
円
増
し
で
す
。

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
申

し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

野
田

の

だ

さ
ゆ
り

（
〒
816
―
０
１
８
４
春
日
２
―

63
―
５
）

1(

572)

４
５
９
６
（
午
後
７
時

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

みてみてきいて�

おしゃべりピーちゃん
吉満
よしみつ

さかえ

｢ただいまー｣と言いなが
ら玄関の戸を開けると、カ
ゴの中にいるインコのピー
ちゃんがいち早く聞きつけ
て「イヤーピーちゃん、イ
ヤーピーちゃん」とおおは
しゃぎする。声や足音で家
族の区別がつくらしい。
ピーちゃんが我が家の一

員に加わったのは数年前の
早春のころだった。ペット
店に立ち寄った際、えさを
スプーンで食べさせてもら
っている仕草がとてもかわ
いくて、小さなカゴにワラ
を敷き詰めてもらい、大事
に抱えて連れて帰ったのが
始まり。
小さくて心もとなかった

ピーちゃんも数か月もする
とワンパクになり、止まり
木は毎日コツコツつついて
折ってしまい、小さなイン
コ用のおもちゃは壊してし
まう。しかし、ウルトラＣ
は得意中の得意で見事に着
地してみせる。拍手をする
と大きく胸を張って「ピー
ピー、ピーちゃん!!」
ともかく、一日中意味不

明のおしゃべりをして、カ
ゴから出して欲しいと哀願
する。狭いカゴの中ではス
トレスもたまるだろうと情
をかけて、カゴから出そう
ものなら、部屋中を飛び回
っていたずらをする。時に
は電気の細いコードに止ま
って、ターザンよろしくぶ
らさがっている。
もう手には負えないピー

ちゃんではあるが、ボーイ
ソプラノで歌い、しゃべり、
愛嬌を振りまいている。
これからも元気でね。ピ

ーちゃん！　　　

30
分
〜
９
時
）

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
す

る
人
を
対
象
に
し
た
講
習
会
で
す
。

手
話
を
生
か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日

５
月
９
日
�
〜
８
月
１
日
�

(

毎
週
月
・
木
曜
日
　
計
25
回)

午
後
１
時
〜
３
時

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
視
聴
覚

室(

昇
町
１
―
１
２
０)

定
員

40
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

受
講
料

１，

５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
な
ど
）

申
込
方
法

４
月
19
日
�
（
当
日
消
印

有
効)

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に

氏
名(

ふ
り
が
な)

、
住
所(

市
外

の
人
は
勤
務
先
名
と
所
在
地

も)

、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号

(

あ
れ
ば
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号)

、

受
講
の
動
機
を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課

障
害
担
当

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
教
養
講
座

受
講
生
募
集

英
会
話
・
中
国
語
会
話
教
室

受
講
者
募
集

手
話
講
習
会

受
講
生
募
集
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お
知
ら
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就
学
前
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
と

妊
婦
を
対
象
に
し
た
、
子
育
て
講
座
で

す
。子

ど
も
の
好
奇
心
の
芽
を
ふ
く
ら
ま

せ
な
が
ら
、
楽
し
く
生
き
る
リ
ズ
ム
を

み
つ
け
ま
せ
ん
か
。

定
員

40
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
（
大

谷
６
―
24
）

受
講
料

２，

０
０
０
円
（
材
料
費
を

含
む)

※

５
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で
の
子
ど

も
を
対
象
に
託
児（
一
人
８
回
分
２，

０
０
０
円
）
を
行
い
ま
す
。

期
日
・
内
容

▽
５
月
31
日
�
　
開
講
式
、
仲
間
作
り

講
師

吉
村
和
昭

よ
し
む
ら
か
ず
あ
き

さ
ん
（
わ
く
わ
く

・
ド
キ
ド
キ
研
究
所
代
表
）

▽
６
月
７
日
�
　
ド
ク
タ
ー
・
ツ
ッ
キ

ー
か
ら
の
お
く
り
も
の

講
師

築
山

つ
き
や
ま

雄
次

ゆ

う

じ

さ
ん
（
つ
き
や
ま

歯
科
医
院
院
長
）

▽
６
月
14
日
�
　
こ
と
ば
の
楽
し
さ
絵

本
の
世
界

講
師

春
日
・
お
は
な
し
は
ら
っ
ぱ

の
み
な
さ
ん

▽
６
月
21
日
�
　
身
体
づ
く
り
の
基
本

は
食
事
か
ら(

調
理
実
習)

講
師

田
中

た

な

か

智
子

と

も

こ

さ
ん
（
市
健
康
課

管
理
栄
養
士
）

▽
６
月
28
日
�
　
講
演
会(
公
開
講
座)

講
師

豊
永

と
よ
な
が

せ
つ
子
さ
ん
（
の
ぞ
み

愛
児
園
園
長
）

▽
７
月
５
�
　
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト

講
師

本
田

ほ

ん

だ

ゆ
う
子こ

さ
ん(

フ
ラ
ワ

ー
デ
ザ
イ
ン
協
会
公
認
講

師)

▽
７
月
12
日
�
　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

取
り
付
け
講
習
会

講
師

永
尾

な

が

お

多
美
造

た

み

ぞ

う

さ
ん
（
Ｊ
Ａ
Ｆ

九
州
本
部
職
員
）

▽
７
月
19
日
�
　
閉
講
式
、
地
域
で
子

育
て

講
師

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
春
日
、
子
育
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
春
日
、
マ
マ
・
さ
ぽ

ー
と
の
各
代
表
者

※

都
合
に
よ
り
、
講
義
内
容
な
ど
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

申
込
方
法

４
月
30
日
�
（
必
着
）
ま

で
に
、
封
書
に
80
円
切
手
１
枚

を
同
封
し
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名(

ふ
り
が
な)

、
電
話
番
号
、

あ
れ
ば
所
属
サ
ー
ク
ル
名
（
託

児
希
望
者
は
子
ど
も
の
名
前

(

ふ
り
が
な)

と
呼
び
名
、
生
年

月
日
）
を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

青
少
年
育
成

市
民
会
議
（
〒
816
―
０
８
３
１

大
谷
６
―
24
ふ
れ
あ
い
文
化
セ

ン
タ
ー
社
会
教
育
課
内
）

1(
575)
４
１
２
１

母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡
婦
を
対
象

と
し
た
自
立
促
進
の
た
め
の
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
養
成
講
習
会
で
す
。

日
程

▽
講
義
　
５
月
８
日
�
〜
28
日
�
の
毎

週
火
〜
金
曜
日
・
30
日
�
、
６
月
３

日
�
・
４
日
�
・
10
日
�
・
11
日
�

(

計
17
日
間)

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
施
設
実
習
　
７
月
下
旬
に
５
日
間

※

全
日
程
を
受
講
で
き
る
人
に
限
り

ま
す
。

会
場

▽
講
義
　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
原
町

３
―
１
―
７
）

▽
施
設
実
習
　
久
留
米
市
近
郊

受
講
料

８，

０
０
０
円
程
度
（
テ
キ

ス
ト
代
と
し
て
）

定
員

20
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

書
類
選
考
）

※

託
児(

無
料)

を
行
い
ま
す
。
た
だ

し
、
施
設
実
習
時
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

４
月
15
日
�(

必
着)

ま
で

に
市
こ
ど
も
未
来
課
ま
た
は
県

福
祉
事
務
所
地
域
福
祉
課
（
福

岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
１
―
17

―
１
）
に
備
え
付
け
の
申
込
用

紙
に
記
入
し
て
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会
（
〒
816
―
０
８
０

４
原
町
３
―
１
―
７
ク
ロ
ー
バ

ー
プ
ラ
ザ
受
け
箱
11
号
）

1(
584)

３
９
２
２

弦
本

つ
る
も
と

麗う
ら
ら

ち
ゃ
ん（
岡
本
）

平
成
12
年
４
月
10
日
生

釜
堀

か
ま
ほ
り

哲
郎

て
つ
ろ
う

ち
ゃ
ん
（
須
玖
南
）

平
成
13
年
４
月
26
日
生

衞
藤

え
と
う

舞ま
い

ち
ゃ
ん
（
春
日
原
北
町
）

平
成
13
年
４
月
28
日
生

小
山

お
や
ま

愉
生

ゆ

う

ち
ゃ
ん（
下
白
水
南
）

平
成
11
年
４
月
22
日
生

小
手
川

こ

て

が

わ

陸
人

り
く
と

ち
ゃ
ん（
下
白
水
北
）

平
成
11
年
４
月
３
日
生

福
岡
徳
洲
会

と
く
し
ゅ
う
か
い

病
院
の
医
師
な
ど
に
よ

る
、
わ
か
り
や
す
く
た
め
に
な
る
健
康

教
室
で
す
。
予
約
は
不
要
で
、
だ
れ
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
・
テ
ー
マ
・
講
師

▽
４
月
12
日
�
・
肝
臓
ガ
ン
の
新
し
い

治
療
「
ラ
ジ
オ
波
を
用
い
て
」

中
里

な
か
ざ
と

貴
浩

た
か
ひ
ろ

さ
ん（
消
化
器
内
科
部
長
）

▽
４
月
19
日
�
・
役
立
つ
薬
の
Ｑ
＆
Ａ

木
原

き

は

ら

智
明

と
も
あ
き

さ
ん(

薬
剤
師
主
任)

▽
４
月
26
日
�
・
生
活
習
慣
病

坂
田

さ

か

た

知
子

と

も

こ

さ
ん
（
健
康
管
理
セ
ン
タ

ー
医
師
）

時
間

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

福
岡
徳
洲
会
病
院
セ
ン
タ
ー
６

階
講
堂
（
須
玖
北
４
―
５
）

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
徳
洲
会
病
院
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー

1(

573)

６
６
２
２

青
少
年
育
成
市
民
会
議

「
子
育
て
講
座
」
受
講
生
募
集

母
子
寡
婦
家
庭
対
象

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
養
成
講
習
会

健
康
・
保
健�

健
康
教
室
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春
日
の
街
並
み
を
元
気
に
歩
き
ま
せ

ん
か
。

予
約
は
不
要
。
歩
き
や
す
い
服
装
、

運
動
靴
、
帽
子
持
参
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
程
・
コ
ー
ス

▽
４
月
２
日
�

春
日
公
園
を
巡
る
コ
ー
ス

▽
５
月
14
日
�

岡
本
遺
跡
を
巡
る
コ
ー
ス

▽
６
月
11
日
�

白
水
大
池
公
園
を
巡
る
コ
ー
ス

※

い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も
、
自
分
の
体

力
に
合
わ
せ
て
６
・
５
㎞(

所
要
時
間

１
・
５
時
間)

か
４
㎞(

所
要
時
間
１

時
間)

を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

集
合
時
間

午
前
９
時
15
分

集
合
場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町

１
―
１
２
０
）

※

小
雨
決
行
。
大
雨
の
場
合
は
屋
内

で
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
指
導
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

今
月
は
「
歩
こ
う
マ
ッ
プ
」
の
提
出

月
で
す
。

こ
の
マ
ッ
プ
は
、
30
分
歩
く
ご
と
に

マ
ッ
プ
の
中
の
マ
ス
目
を
一
つ
塗
り
つ

ぶ
し
、
す
べ
て
の
マ
ス
目
を
塗
り
つ
ぶ

す
と
ゴ
ー
ル
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

ゴ
ー
ル
に
達
し
た
マ
ッ
プ
を
４
月
か

10
月
に
提
出
す
る
と
、
認
定
証
と
枚
数

に
応
じ
た
記
念
品
が
も
ら
え
ま
す
。

「
歩
こ
う
マ
ッ
プ
」
は
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
や
各
地
区
公
民
館
な
ど
に
置
い
て

い
ま
す
。
上
手
に
活
用
し
て
楽
し
く
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を
続
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
最
多
提
出
者
は
「
ウ
ォ
ー
ク

フ
ェ
ス
タ
か
す
が
２
０
０
２
」
に
お
い

て
表
彰
を
行
い
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課
（
昇

町
１
―
１
２
０
い
き
い
き
プ
ラ

ザ
内
）

1(

501)

１
１
３
４

１
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
親
の
交

流
の
場
で
す
。

今
月
の
テ
ー
マ
は
「
児
童
セ
ン
タ
ー

の
紹
介
」
で
す
。

日
時

４
月
17
日
�

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

40
歳
以
上
の
脳
血
管
疾
患
後
遺
症
な

ど
の
障
害
を
持
つ
人
の
た
め
の
集
い
で

す
。
運
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
、

同
じ
障
害
を
持
つ
人
と
の
交
流
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

日
時

毎
月
第
３
水
曜
日

午
後
１
時
45
分
〜
４
時

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

会
費

５
０
０
円
（
年
間
）

参
加
条
件

日
常
生
活
で
介
助
な
し
に

自
立
し
て
い
る
こ
と
（
車
イ
ス

利
用
者
は
長
時
間
イ
ス
に
座
れ

る
こ
と
）

申
込
方
法

事
前
に
電
話
で
申
し
込
む

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

成
人
を
対
象
に
し
た
、
腰
痛
を
予
防

す
る
た
め
の
水
中
運
動
教
室
で
す
。

初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。

日
時

毎
週
金
曜
日

午
後
１
時
15
分
〜
２
時
45
分

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル(

大
谷
６
―
28)

会
費

▽
月
会
費
　
２，

０
０
０
円

▽
入
会
金
　
１，

０
０
０
円

※
　
別
に
施
設
使
用
料
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

松
田

ま

つ

だ

1(

571)

６
９
６
１

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る

20
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
し
た
、
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
教
室
で
す
。

健
康
づ
く
り
を
始
め
た
い
人
、
筋
肉

を
鍛
え
た
い
人
、
膝
痛
・
肩
こ
り
の
人

な
ど
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

５
月
１
日
〜
29
日
（
毎
週
水
曜

日
　
全
５
回
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
館

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室(

大
谷
６
―
28)

定
員

20
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

受
講
料

１，

０
０
０
円

※

チ
ュ
ー
ブ
、ダ
ン
ベ
ル
代
と
し
て
、

別
に
２，
０
０
０
円
程
度
必
要
で
す
。

申
込
方
法

４
月
24
日
�
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

1(

571)

３
２
３
４

5(

585)

１
６
３
４

マ
イ
ペ
ー
ス
で
楽
し
み
な
が
ら
健
康

づ
く
り
、
体
力
づ
く
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室

対
象

18
歳
以
上
の
人

日
程

５
月
24
日
〜
７
月
12
日
（
毎

週
金
曜
日
　
全
８
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

定
員

30
人

○
初
心
者
水
泳
教
室

対
象

18
歳
以
上
の
人

日
程

６
月
７
日
〜
７
月
26
日
（
毎

週
金
曜
日
　
全
８
回
）

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

定
員

20
人

参
加
費

２，

０
０
０
円

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル
（
大
谷
６
―
28
）

申
込
方
法

４
月
21
日
�
午
後
５
時
ま

で
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

希
望
す
る
教
室
名
、郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
伝

え
る

※

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
結

果
は
当
選
者
に
の
み
通
知
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

温
水
プ
ー
ル
担
当

1(

915)

３
５
０
０

5(

585)

１
６
３
４

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

子
育
て
教
室

障
害
者
の
集
い

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
仲
間
募
集

に
こ
に
こ
腰
痛
ア
ク
ア
ビ
ク
ス

会
員
募
集

４
月
は
「
歩
こ
う
マ
ッ
プ
」

提
出
月
間
で
す

健
康
ウ
ォ
ー
ク

気
軽
な
健
康
づ
く
り

ス
ポ
ー
ツ�

チ
ュ
ー
ブ
・
ダ
ン
ベ
ル

初
心
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

温
水
プ
ー
ル
教
室

参
加
者
募
集



お
知
ら
せ

10

2002.  4.  1 市報かすが

家
庭
の
日
に
、
家
族
と
中
学
生
以
下

の
人
を
対
象
に
、
温
水
プ
ー
ル
を
無
料

開
放
し
ま
す
。

期
日

毎
月
第
３
日
曜
日

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
30
分

※
　
一
人
２
時
間
以
内
で
す
。

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル
（
大
谷
６
―
28
）

※

３
歳
未
満
は
利
用
で
き
な
い
、
小

学
２
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
の
入

水
が
必
要
、
全
員
水
泳
帽
子
を
着
用

す
る
な
ど
の
き
ま
り
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

1(

915)

３
５
０
０

豊
か
な
自
然
の
中
で
、
日
ご
ろ
経
験

で
き
な
い
野
外
活
動
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

見
学
、
散
策
は
無
料
で
す
。

場
所

大
野
城
市
牛
頸

う
し
く
び

２
３
７
４
―
２

主
な
施
設

▽
案
内
棟(

受
付)

▽
つ
り
橋(

２
本)

▽

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー(

多
目
的
ホ
ー
ル)

▽
常
設
テ
ン
ト
28
張(

８
人
用)

▽
身
障

者
用
ロ
ッ
ジ
２
棟(

４
人
用)

▽
炊
飯
棟

▽
便
所
▽
温
水
シ
ャ
ワ
ー
▽
駐
車
場

開
場
期
間

４
月
２
日
�
〜
10
月
31
日

�

※

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌

日)

は
、施
設
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

見
学
、
散
策
は
自
由
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
野
外

活
動
場
管
理
事
務
所

1(

595)

３
６
２
１

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学
し

て
い
る
高
校
生
以
上
の
人
を
対
象
に
し

た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
で
す
。

日
時

４
月
21
日
�

午
前
９
時
15
分
〜

(

受
付
　
午
前
９
時)

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
２
階

競
技
場(

大
谷
６
―
28)

種
目

▽
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

※

そ
れ
ぞ
れ
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
ク
ラ
ス

が
あ
り
ま
す
。

参
加
料

一
人
１
種
目
１，

０
０
０
円

(

高
校
生
は
８
０
０
円)

申
込
方
法

４
月
６
日
�
（
当
日
消
印

有
効)

ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に
、
住

所
、
氏
名(

ふ
り
が
な)

、
年
齢
、

電
話
番
号
、
出
場
種
目
と
ク
ラ

ス
を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

山
崎

や
ま
さ
き

幸
子

さ

ち

こ

（
〒
816
―
０
８
７
２
桜
ヶ
丘
３

―
73
―
８
０
１
）

1(

571)

７
３
０
３

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る

18
歳
以
上
の
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害

者
の
た
め
の
水
泳
教
室
で
す
。

日
程

５
月
９
日
〜
平
成
15
年
３
月
27

日
（
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日

計
21
回
）

時
間

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル(

大
谷
６
―
28)

費
用

６
０
０
円
（
年
間
）

申
込
方
法

４
月
12
日
�(

必
着)

ま
で

に
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
福
祉

ぱ
れ
っ
と
館
、
高
齢
障
害
課
窓

口
に
備
え
付
け
の
申
込
書
、
健

康
チ
ェ
ッ
ク
票
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
申
し
込
む(

フ
ァ
ッ

ク
ス
可)

申
込
先

障
害
者
水
泳
教
室
担
当
（
〒

816
―
０
８
５
１
昇
町
３
―
１
０

１
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

1(

581)

７
２
２
５

5(

581)

７
２
５
８

問
い
合
わ
せ
先

森も
り

一
雄

か

ず

お

1(

501)

４
１
９
２

夏
休
み
に
約
１
か
月
間
、
海
外
の
一

般
家
庭
に
滞
在
し
な
が
ら
語
学
研
修
や

高
校
通
学
な
ど
を
体
験
し
ま
す
。

留
学
先

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
カ
ナ
ダ
、
タ
イ

出
願
締
切

４
月
26
日
�(

必
着)

第
一
次
選
考

５
月
12
日
�

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

�
エ
イ

・
エ
フ
・
エ
ス
日
本
協
会
福
岡

事
務
所

1(

821)

２
０
０
５

5(

821)

２
０
１
２

Ｅ
メ
ー
ル
　

i
n
f
o
-

fukuoka@
af

s.or.jp

【h
ttp
://w
w
w
.afs.o

r.jp
/

】

板
村

い
た
む
ら

萌も
え

ち
ゃ
ん
（
上
白
水
）

平
成
13
年
４
月
12
日
生

藤
谷

ふ
じ
た
に

佳
那

か

な

ち
ゃ
ん
（
春
日
原
東
町
）

平
成
13
年
４
月
３
日
生

上
田

う
え
だ

楓
真

ふ
う
ま

ち
ゃ
ん
（
大
和
町
）

平
成
13
年
４
月
30
日
生

　写真は、お子さんの顔が大き
く写っているもので、裏にお子
さんの氏名（ふりがな）、生年月日、
住所、電話番号を書き、広報担
当まで郵送してください。�
　対象は３歳までで、５月１日ま
での到着分の中から抽選で決定
します。�

鳴
神

な
る
か
み

章
悟

し
ょ
う
ご

ち
ゃ
ん
（
大
谷
）

平
成
13
年
４
月
15
日
生

家
庭
の
日

温
水
プ
ー
ル
無
料
開
放

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

春
日
市
障
害
者
水
泳
教
室

４
月
か
ら
利
用
で
き
ま
す

野
外
活
動
場

Ａ
Ｆ
Ｓ
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム

留
学
生
募
集

募
　
集�

u
８
人
用
常
設
テ
ン
ト



初
め
て
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時

毎
週
火
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

春
日
市
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ

ー
多
目
的
室
Ａ

月
会
費

３，

０
０
０
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

末
次

す
え
つ
ぐ

1(

582)

９
７
８
６

福
岡
県
女
性
セ
ン
タ
ー「
あ
す
ば
る
」

が
11
月
23
日
�
・
24
日
�
に
行
う
「
あ

す
ば
る
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
２
」
の
実
行

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

▽
一
般
委
員
　
７
人

▽
団
体
推
薦
委
員
　
５
人

※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

活
動
内
容

主
催
事
業
や
広
報
、
会
場

計
画
な
ど
、
各
作
業
部
会
で
の

事
業
の
企
画
・
運
営
・
実
施

応
募
方
法

４
月
16
日
�
ま
で
に
、
あ

す
ば
る
に
備
え
付
け
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直

接
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
申
し
込
む

※

団
体
推
薦
の
場
合
は
、
推
薦
状
が

必
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

あ
す
ば
る
事

業
課
（
〒
816
―
０
８
０
４
原
町

３
―
１
―
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ
内
）

1(

584)

１
２
６
１

5(

584)

１
２
６
２

市
が
平
成
15
年
３
月
か
ら
運
行
を
予

定
し
て
い
る
市
内
循
環
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
対
象
者

▽
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業

(
道
路
運
送
法
第
３
条
第
１
号
イ)

ま

た
は
一
般
貸
切
旅
客
自
動
車
運
送
事

業(

同
法
第
３
条
第
１
号
ロ)

を
行
っ

て
い
る
事
業
者

▽
こ
の
事
業
に
関
し
て
、
道
路
運
送
法

第
４
条
の
規
定
に
基
づ
く
一
般
乗
合

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
許
可
を
受

け
る
見
込
み
が
あ
る
事
業
者

選
定
方
法

応
募
者
の
中
か
ら
一
次
審

査
で
実
績
な
ど
を
参
考
に
数
社

を
選
び
、二
次
審
査
で
安
全
性
、

継
続
性
、
経
済
性
を
総
合
的
に

評
価
し
て
決
定
す
る
（
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
方
式
）

応
募
方
法

４
月
15
日
�
ま
で
に
必
要

書
類
を
持
参
す
る

※

詳
し
く
は
、
都
市
計
画
課
に
あ
る

「
春
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行

事
業
者
の
特
定
に
関
す
る
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
実
施
要
領
」
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課

お
知
ら
せ

11
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
春
日
市
の
現
状
や
課
題
を
審
議
し

提
言
を
し
て
い
た
だ
く
男
女
共
同
参
画

審
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

20
歳
以
上
の
市
民

募
集
人
員

５
人(

書
類
審
査
で
決
定)

任
期

７
月
１
日
〜
平
成
16
年
６
月
30

日
（
２
年
間
）

会
議
予
定

年
６
回
程
度

※

会
議
は
、
平
日
に
２
時
間
程
度
行

い
ま
す
。

応
募
方
法

４
月
30
日
�
（
必
着
）
ま

で
に
、
申
込
用
紙
（
人
権
女
性

政
策
課
窓
口
で
配
布
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
送
信
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
「
私
の
考
え
る
男

女
共
同
参
画
社
会
」
を
テ
ー
マ

に
書
い
た
小
論
文
（
１
２
０
０

字
程
度
）
を
添
え
、
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

申
し
込
む

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

人
権
女
性
政

策
課
男
女
平
等
推
進
担
当
（
〒

816
―
８
５
０
１
春
日
市
役
所
）

5(

584)

１
１
５
３

Ｅ
メ
ー
ルjin

ken
@
city.kasu

g
a.fu
ku
o
ka.jp

12
月
に
開
催
す
る
「
男
女
共
同
参
画

都
市
宣
言
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
手
伝
っ
て

い
た
だ
く
企
画
委
員（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

を
募
集
し
ま
す
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
「
日
常
生

活
に
見
ら
れ
る
女
性
問
題
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
女
性
と
介
護
、女
性
と
子
育
て
、

女
性
と
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）
、
女
性
と
地
域
活
動
、

女
性
と
労
働
な
ど
の
諸
問
題
に
つ
い
て

議
論
し
て
い
き
ま
す
。

特
別
な
知
識
や
経
験
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
市
内
外
を
問
わ
ず
ど
な
た
で
も

応
募
で
き
ま
す
。

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
生
か
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

活
動
期
間

５
月
〜
12
月

募
集
人
数

10
人
程
度

活
動
内
容

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
企
画
、
運

営
、
会
議
の
出
席
（
月
１
回
、

平
日
夜
間
）

応
募
方
法

４
月
22
日
�(

必
着)

ま
で

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
伝
え
る

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

人
権
女
性
政

策
課
男
女
平
等
推
進
担
当

5(

584)

１
１
５
３

Ｅ
メ
ー
ルjin

ken
@
city.kasu

g
a.fu
ku
o
ka.jp

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

男女共同参画社会について考え
てもらおうと、紙芝居を使ったワ
ークショップが３月６日、白水池
公民館で行われました。
これは「モモタロー・ノー・リ

ターン」という市職員手作りの紙
芝居。主人公が桃太郎ではなく桃
子で、おじいさん

● ● ● ● ●

が川へ洗濯へ、
おばあさん
● ● ● ● ●

が山へ芝刈りに行くな
ど、おとぎ話を題材にして、男女
の性別役割について問題提起した
内容となっています。
この日は地区内外の20歳代～

90歳代までの約35人が参加。子
育てに男女平等を取り入れる難し
さや、年代による考え方の違いを
話し合いながら、真の男女共同参
画とは何かについて議論を重ねま
した。
最後に行われた意見発表では、

発表者からの「男女平等とは心の
開放です」との発言に、全員が賛
成の声を上げていました。

コ
ー
ラ
ス
春
日

仲
間
募
集

あ
す
ば
る
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
２

実
行
委
員
募
集

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運
行
事
業
者
募
集

男
女
共
同
参
画
審
議
会

委
員
募
集

△紙芝居のあと意見を交わす参加者

男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言

フ
ォ
ー
ラ
ム
企
画
委
員
募
集



国
際
交
流
を
通
じ
て
、
地
域
の
青
年

リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
「
ヤ
ン
グ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ウ
ィ
ン
グ
九
州
２
０
０
２
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
程

８
月
17
日
�
〜
25
日
�

※
　
事
前
と
事
後
に
研
修
が
あ
り
ま
す
。

対
象
・
定
員

▽
班
長
（
30
〜
39
歳
）
・
２
人

▽
一
般
団
員
（
20
〜
29
歳
）
・
28
人

参
加
費

７
万
３，

０
０
０
円
（
班
長

は
無
料
）

※

こ
の
ほ
か
、
旅
券
取
得
経
費
、
事

前
・
事
後
研
修
参
加
経
費
な
ど
が
必

要
で
す
。

訪
問
国

▽
韓
国
（
ソ
ウ
ル
）

▽
中
国
（
北
京
、
西
安
）

内
容

▽
テ
ー
マ
別
研
修
▽
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
▽
訪
問
国
青
年
と
の
交
流

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
活
動
な
ど

申
込
方
法

４
月
１
日
�
〜
５
月
10
日

�(

必
着)

に
、
指
定
の
申
込
用

紙
で
直
接
、
ま
た
は
郵
送
で
申

し
込
む

※

申
込
用
紙
は
、
県
青
少
年
課
と
市

社
会
教
育
課
に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
生
活
労
働

部
青
少
年
課
育
成
係
（
〒
812
―

８
５
７
７
福
岡
県
庁
）

1(

643)
３
３
８
７

７
月
14
日
に
行
う
子
ど
も
文
化
祭
の

子
ど
も
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
で
、
子
ど
も
文

化
祭
を
作
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

部
門
　
▽
舞
台
発
表
▽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
▽
遊
び
▽
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

対
象

文
化
祭
ま
で
に
、
７
回
程
度
の

実
行
委
員
会
に
参
加
で
き
る
小

学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

申
込
方
法

４
月
７
日
�
午
前
10
時
〜

午
後
６
時
に
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
、
名
前
、
住
所
、
電
話
番

号
、
学
年
を
連
絡
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
子
ど
も

劇
場

1(

572)

０
５
４
４

5(

572)

９
３
４
１

今
後
の
春
日
市
の
文
化
を
推
進
し
て

い
く
た
め
の
指
針
と
な
る
「
春
日
市
文

化
振
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン(

基
本
計
画)

」

を
作
成
す
る
た
め
の
審
議
会
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

対
象

４
月
１
日
現
在
、
20
歳
以
上
の

市
民

※

市
の
附
属
機
関
な
ど
の
委
員
は
除

き
ま
す
。

募
集
人
員

２
人

任
期

６
月
〜
平
成
15
年
３
月
ま
で

会
議

２
時
間
程
度(

合
計
10
回
程
度)

謝
金

１
回
当
た
り
９，

５
０
０
円(

報

酬
、
交
通
費)

応
募
方
法

４
月
22
日
�
（
必
着
）
ま

で
に
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、「
未
来
へ
つ
な
ぐ
わ

た
し
の
夢
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

書
い
た
小
論
文
（
１，

２
０
０

字
程
度
）
を
添
え
て
持
参
ま
た

は
郵
送
す
る

※

申
込
書
は
、
社
会
教
育
課
、
市
役

所
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
、
奴
国
の
丘

歴
史
資
料
館
の
各
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

（
〒
816
―
０
８
３
１
大
谷
６
―

24
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

1(

575)

４
１
２
１

高
校
、
高
専
、
専
修
学
校
、
短
大
、

大
学
、
大
学
院
の
学
生
、
生
徒
を
対
象

に
奨
学
金
を
お
貸
し
し
ま
す
。

種
類
・
金
額

▽
第
一
種
奨
学
金(

無
利
子)

月
額
１
万
８，
０
０
０
円
〜
11
万
９，

０
０
０
円

▽
き
ぼ
う
21
プ
ラ
ン
奨
学
金(

有
利
子)

月
額
３
万
円
〜
13
万
円

※

学
校
の
種
類
で
金
額
が
異
な
り
ま

す
。
な
お
、
奨
学
金
の
返
済
は
卒
業

後
に
分
割
返
済
と
な
り
ま
す
。

申
込
方
法

各
学
校
の
奨
学
金
担
当
者

に
申
し
込
む

※

失
業
な
ど
に
よ
り
、
家
計
が
急
変

し
た
場
合
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

日
本
育
英
会
福
岡
県

支
部

1(

641)

７
４
１
８

こ
の
と
こ
ろ
税
務
署
員
や
県
税
事
務

所
職
員
、市
の
税
務
課
職
員
と
偽
っ
て
、

家
族
の
状
況
や
勤
務
先
な
ど
を
電
話
で

尋
ね
る
と
い
う
事
例
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

税
務
署
や
県
税
事
務
所
、
市
で
は
こ

の
よ
う
な
個
人
情
報
に
つ
い
て
電
話
で

問
い
合
わ
せ
を
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
っ

た
と
き
に
は
、
す
ぐ
に
答
え
ず
、
相
手

の
所
属
、
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
を
確

認
し
て
一
度
電
話
を
切
り
、
担
当
課
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
筑
紫
税
務
署

1(

923)

１
４
０
０

▽
筑
紫
県
税
事
務
所

1(

513)

５
５
７
５

▽
市
税
務
課

お
知
ら
せ
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2002.  4.  1 市報かすが

先方への電話は４月１日以

降にお願いします。

【ゆずります】

●ヘアアイロンu新品同様

uウェーブ大小、ストレー

トu５百円●七五三用スー

ツu男児用u110㎝u半ズ

ボン、ネクタイu灰色u５

百円●ＮＨＫ｢英語であそ

ぼ｣のテキストとカセットテ

ープ２本u３百円●手編み

セーターu男性用uＬサイ

ズu灰色u未使用u５百円

u古澤
ふるさわ

1(596)4662

【ゆずってください】

●自転車の補助イスu前用

と後ろ用u無料でu小山田
お や ま だ

1090(4998)4035

●２段ベッドu無料か安価で

u岩崎
いわさき

1(571)5587

●ラミネーターuＡ４サイズ

uあればフィルムもu安価

でu古澤
ふるさわ

1(596)4662

《このコーナーの掲載希望は》

ハガキに、住所、氏名(匿

名は不可)、電話番号、品物

名(色、サイズ、特徴など詳

しく)、有料・無料の別(有

料の場合は１万円を上限と

する希望価格)などを書いて

市役所広報担当に送ってく

ださい。

※ このコーナーは、リサ

イクルを進めるための伝

言板です。営利目的での

利用はご遠慮ください。

なお、品物の引き取り

方法やクレームについて

は、直接当事者間で話し

合ってください。

そ
の
他�

文
化
振
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
審
議
会

委
員
を
募
集
し
ま
す

ヤ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

福
岡
県
団
員
募
集

第
３
回
子
ど
も
文
化
祭

子
ど
も
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
募
集

ご
利
用
く
だ
さ
い

日
本
育
英
会
奨
学
金
制
度

不
審
な
電
話
に
ご
注
意
を



こ
れ
ま
で
市
は
、
自
宅
の
ト
イ
レ
や

台
所
、
風
呂
な
ど
か
ら
の
排
水
を
下
水

道
に
接
続
す
る
工
事
を
行
う
人
に
対

し
、
銀
行
融
資
を
あ
っ
せ
ん
し
て
き
ま

し
た
。

し
か
し
、
こ
の
あ
っ
せ
ん
期
間
が
、

下
水
道
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

日
か
ら
３
年
以
内
と
い
う
条
件
付
き
だ

っ
た
た
め
、
時
機
を
の
が
し
て
融
資
を

受
け
ら
れ
ず
、
未
接
続
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
家
庭
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
市
は
４
月
１
日
か
ら
、
こ

の
制
度
を
改
め
、
３
年
の
期
限
を
な
く

し
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

13

こ
れ
か
ら
下
水
道
接
続
工
事
を
予
定

し
て
い
る
人
で
銀
行
融
資
の
あ
っ
せ
ん

を
希
望
す
る
人
は
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
あ
っ
せ
ん
後
は
銀
行
の
審

査
を
経
て
、
融
資
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

下
水
道
課

県
交
通
安
全
協
会
は
、
優
良
運
転
者

と
交
通
安
全
功
労
者
を
表
彰
し
ま
す
。

希
望
者
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

交
通
安
全
協
会
会
員
で
、現
在
、

車
を
運
転
し
て
い
る
人

申
請
期
間

４
月
１
日
�
〜
５
月
20
日
�

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

私
た
ち
の
生
活
様
式
は
常
に
変
化
し
、

日
進
月
歩
で
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら

な
い
よ
う
で
す
。
と
く
に
第
二
次
世
界

大
戦
の
前
と
後
と
で
は

”物
の
面
“
で

も

”心
の
面
“
で
も
大
き
く
変
わ
っ
た

も
の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

春
日
市
域
で
の
自
然
環
境
・
生
活
環

境
の
移
り
変
わ
り
も
目
ま
ぐ
る
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。『
春
日
市
史
』
の
中

に
春
日
市
域
の
産
業
別
就
業
戸
数
の
変

遷
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
に
よ
る
と
昭
和
10
年
に
は
全
戸
数
４

７
１
戸
で
、
そ
の
う
ち
農
家
が
３
７
７

戸
を
占
め
て
い
ま
す
。「
農
業
は
全
体

の
80
％
を
占
め
、
ま
さ
に
”農
村
春
日
“

と
い
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
記し

る

さ
れ
て
い

ま
す
。ち
な
み
に
商
家
は
11
戸
で
し
た
。

い
ま
で
は
、
か
つ
て
の
農
村
春
日
の

姿
や
、
田
畑
で
働
く
村
の
人
々
の
様
子

を
想
像
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

「
ノ
ボ
セ
ワ
ラ
（
田
植
え
の
と
き
に

稲
の
苗
を
結
ぶ
た
め
の
ワ
ラ
し
べ
）
の

輪
に
植
え
込
ん
だ
稲
の
葉
で
目
を
突
く

と
治
り
に
く
い
」

”
ノ
ボ
セ
ワ
ラ
の
輪
“
と
い
う
の
は

苗
を
一
把

い

ち

わ

植
え
終
わ
っ
て
ノ
ボ
セ
ワ
ラ

を
解ほ

ど

か
な
い
ま
ま
に
田
ん
ぼ
に
捨
て
て

お
い
た
も
の
で
、
ち
ょ
う
ど
輪
ゴ
ム
の

状
態
に
な
っ
て
い
る
ワ
ラ
し
べ

●

●

●

●

の
こ
と

で
す
。
こ
の
輪
の
中
に
植
え
込
ん
で
い

た
苗
が
成
長
し
て
で
き
た
稲
の
葉
先
で

目
を
突
く
と
な
か
な
か
治
ら
な
い
と
い

う
の
が
こ
の
こ
と
わ
ざ
で
す
。

ノ
ボ
セ
ワ
ラ
と
い
う
の
は
苗
の
結
び

方
が
悪
か
っ
た
り
、
ワ
ラ
の
質
そ
の
も

の
が
悪
か
っ
た
り
す
る
と
、
苗
を
植
え

る
と
き
に
ノ
ボ
セ
ア
ガ
ル
（
理
性
を
失

う
）
と
こ
ろ
か
ら
そ
の
名
が
つ
い
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
ノ
ボ
セ
ワ

ラ
は
、
し
な
や
か
で
引
き
の
強
い
も
ち

米
の
ワ
ラ
を
使
い
ま
す
。

こ
の
ノ
ボ
セ
ワ
ラ
は
、
苗
を
一
把
植

え
終
わ
る
ご
と
に
田
ん
ぼ
の
泥
の
中
に

足
で
埋
め
込
ん
で
お
く
も
の
な
の
で
す
。

田
植
え
の
後
は
、
肥
や
し
を
入
れ
た

り
、
田
の
草
を
取
っ
た
り
、
ウ
ン
カ
駆

除
の
た
め
に
田
の
中
に
油
入
れ
を
し
た

り
な
ど
な
ど
、
次
か
ら
次
に
農
作
業
が

待
っ
て
い
ま
す
。

で
は
こ
の
こ
と
わ
ざ
は
、
な
ぜ
で
き

た
の
で
し
ょ
う
か
。
私
の
考
え
で
は
、

「
稲
の
葉
で
目
を
突
く
」
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
で
は
な
く
、
ノ
ボ
セ
ワ
ラ
が
後
の

こ
と
も
考
え
ず
に
田
ん
ぼ
に
捨
て
て
あ

る
の
が
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
ノ
ボ
セ

ワ
ラ
が
田
ん
ぼ
に
残
っ
て
い
る
と
、
後

で
そ
れ
が
水
に
浮
い
て
苗
を
倒
し
た
り

し
て
、
一
連
の
農
作
業
の
邪
魔
に
な
る

の
で
す
。

一
般
に
仕
事
が
進
む
こ
と
を
「
は
か

ど
る
」
と
言
い
ま
す
。
こ
の
福
岡
地
方

で
は
「
は
か
の
い
く
」
と
い
う
の
が
普

通
で
す
。
こ
の
”
は
か
“
と
い
う
の
は

「
稲
を
植
え
た
列
と
列
と
の
間
」（
こ
れ

は
『
広
辞
苑
』
に
も
出
て
い
ま
す
）
の

こ
と
で
「
は
か
ど
る
」
の
語
源
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

田
ん
ぼ
の
中
に
ノ
ボ
セ
ワ
ラ
が
捨
て

ら
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
て
は
、
作
業

の
邪
魔
に
な
っ
て
田
ん
ぼ
仕
事
の
「
は

か
は
行
か
な
い
」
の
で
す
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会
　
平
田

ひ

ら

た

善
積

よ
し
ず
み

ま
じ
な
い
・
う
ら
な
い

・
縁
起
　
そ
の
12

279

看
板
に
書
か
れ
た
０
９
０
で
始
ま
る

携
帯
電
話
に
か
け
る
と
、
簡
単
に
小
口

資
金
を
貸
し
付
け
る
新
手
の
金
融
が
増

え
て
い
ま
す
。
審
査
も
な
く
手
軽
に
借

金
で
き
る
と
あ
っ
て
利
用
者
も
多
く
、

ト
ラ
ブ
ル
も
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

手
口
は
、
取
引
に
事
務
所
を
使
わ
ず

喫
茶
店
や
車
を
使
い
契
約
書
も
交
わ
し

ま
せ
ん
。
ま
た
、
携
帯
電
話(

他
人
の

も
の
が
多
い)

を
使
っ
て
連
絡
し
て
く

る
た
め
、
相
手
が
特
定
で
き
に
く
く
な

っ
て
い
ま
す
。

貸
付
金
額
は
数
万
か
ら
多
く
て
も
数

十
万
と
小
口
で
す
が
、
10
日
で
１
割

（
い
わ
ゆ
る
ト
イ
チ
）
以
上
の
高
金
利

を
ふ
っ
か
け
る
悪
徳
業
者
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
借
金
が
雪
だ

る
ま
式
に
膨
れ
上
が
っ
て
返
済
不
能
に

陥
る
と
、
勤
務
先
や
親
せ
き
、
親
兄
弟

に
ま
で
、
脅
迫
ま
が
い
の
催
促
電
話
が

か
か
っ
て
き
ま
す
。

被
害
届
を
出
し
、
利
息
が
利
息
制
限

法
や
出
資
法
を
超
え
る
違
法
な
も
の
で

あ
っ
て
も
、
相
手
の
名
前
や
所
在
が
分

ら
な
い
の
で
は
、
警
察
や
弁
護
士
で
も

解
決
す
る
の
は
困
難
な
よ
う
で
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
、
利
用
す
る
時
は
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。（
地
域
づ
く
り
課
）

表
彰
の
種
類
・
資
格

▽
地
区
協
会
長
表
彰
　
５
年
以
上
無
事

故
・
無
違
反

▽
地
区
連
名
表
彰
　
10
年
以
上
無
事

故
・
無
違
反

▽
県
連
名
表
彰
　
10
年
以
上
無
事
故
・

無
違
反

▽
緑
十
字
銅
章
　
10
年
以
上
無
事
故
・

無
違
反

▽
管
区
連
名
表
彰
　
20
年
以
上
無
事
故

・
無
違
反

※

同
じ
種
類
の
表
彰
を
重
複
し
て
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
申
請
方

法
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
交
通
安
全
協
会

1(

924)

０
０
６
６

希
望
す
る
人
は
申
請
を

優
良
運
転
者
、
交
通
安
全
功
労
者
表
彰

銀
行
融
資
あ
っ
せ
ん
が
受
け
ら
れ
ま
す

排
水
設
備
の
下
水
道
接
続
工
事

福
岡
で
被
害
急
増
中

携
帯
電
話
で
の
融
資
は
要
注
意
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４
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル�

1

児
童
セ
ン
タ
ー
で
行
う
ク
ラ
ブ

活
動
な
ど
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

○
冒
険
ク
ラ
ブ

対
象

小
学
１
年
生
以
上
（
須

玖
は
３
年
生
以
上
）

定
員

各
セ
ン
タ
ー
30
人
（
申

込
先
着
順
）

年
会
費

２，

０
０
０
円

説
明
会

▽
須
玖
　
４
月
27
日
�

午
後
２
時
〜

▽
光
町
　
４
月
13
日
�

午
前
10
時
30
分
〜

▽
毛
勝
　
４
月
13
日
�

午
後
１
時
30
分
〜

申
込
方
法

４
月
２
日
�
〜
28

日
�
に
、
各
セ
ン
タ
ー

に
備
え
付
け
の
申
込
用

紙
で
申
し
込
む

○
み
ん
な
で
あ
・
そ
・
ぼ(

母
と
子
の
あ
そ
び)

対
象

４
月
１
日
現
在
で
２
〜

４
歳
児
と
そ
の
保
護
者

定
員

各
セ
ン
タ
ー
１
５
０
人

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

年
会
費

３，

０
０
０
円

申
込
方
法

４
月
２
日
�
〜
17

日
�
に
、
各
セ
ン
タ
ー

に
備
え
付
け
の
申
込
用

紙
で
申
し
込
む

※

複
数
の
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

の
重
複
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

各
児
童
セ
ン
タ
ー
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春
は
何
か
を
始
め
る
に
は
ぴ
っ
た
り

の
季
節
。
私
も
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し

て
み
よ
う
と
思
い
つ
い
た
の
が
「
ビ
ー

ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
」
で
す
。
小
さ

な
ガ
ラ
ス
玉
に
糸
を
通
し
て
、
ア
ク
セ

サ
リ
ー
を
作
り
ま
す
。
い
ざ
始
め
て
み

る
と
、
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

て
い
き
ま
す
▼
魅
力
は
何
と
言
っ
て
も

無
心
に
な
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
徹

夜
し
て
作
り
上
げ
る
と
翌
朝
一
番
に
手

芸
店
へ
直
行
し
、
材
料
を
買
い
足
し
ま

す
。
そ
し
て
ま
た
、
ビ
ー
ズ
と
に
ら
め

っ
こ
を
し
な
が
ら
作
り
続
け
ま
す
。
夕

方
に
は
も
う
材
料
が
足
り
な
く
な
っ

て
、
再
び
手
芸
店
へ
▼
熱
し
や
す
い
性

格
と
は
い
え
、
こ
こ
ま
で
楽
し
い
も
の

と
は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
震

え
る
指
先
で
ペ
ン
チ
を
握
り
針
金
を
曲

げ
て
い
く
作
業
や
細
か
な
ビ
ー
ズ
に
糸

を
通
す
と
き
な
ど
、
自
分
の
不
器
用
さ

が
か
わ
い
く
思
え
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん

▼
出
来
上
が
っ
た
作
品
は
ま
さ
に
我
が

子
同
然
。
皆
に
見
せ
び
ら
か
し
て
、
自

慢
の
種
で
す
▼
今
ま
で
は
大
勢
で
わ
い

わ
い
と
遊
ぶ
こ
と
ば
か
り
に
心
を
奪
わ

れ
て
い
た
私
で
す
が
、
一
人
の
時
間
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
も
、
と
て
も
大
事
だ

と
気
付
き
ま
し
た
。
仕
事
で
う
ま
く
い

か
な
い
こ
と
も
、
飲
み
屋
で
の
失
敗
談

も
、
友
だ
ち
と
の
ケ
ン
カ
も
す
べ
て
忘

れ
て
、
自
分
と
向
き
合
う
時
間
。
そ
ん

な
時
間
を
増
や
し
て
み
ま
せ
ん
か
。(

志)

新
し
い
趣
味

問１　②ゴミ出し日
問２　②文化振興
問３　③津軽弁
問４　①遊びの広場
問５　②有害ゴミ
（応募総数　73通）

春日市が市になったのは？
①明治22年
②昭和28年
③昭和47年

４月から手続きが変更になるのは？
①国民健康保険
②国民年金
③介護保険

家庭の日は毎月いつ？
①第２土曜日
②第３日曜日
③第４土曜日

児童センターで募集するのは？　
①冒険クラブ
②探検クラブ
③探偵クラブ

野外活動場はいつから利用できる？
①３月31日
②４月 1 日
③４月 2 日

ヒント　ほかのページを見てください。

応募方法　ハガキに、①市報の月日号②クイ
ズの答え③住所④氏名⑤電話番号
⑥市報に関する感想や要望などを
書いて、送ってください。

あて先　〒816－8501
春日市役所広報担当

締め切り日　4月22日�（必着）
※ 全問正解者の中から抽選で、10人に図
書券（500円分）を差し上げます。
なお、賞品の発送をもって発表に代えさ

せていただきます。

海
外
生
活
で
身
に
し
み
た
人
の

親
切
が
、
帰
国
後
、
自
分
を
国
際

交
流
と
留
学
生
支
援
の
活
動
へ
と

駆
り
た
て
、
今
日
ま
で
変
わ
ら
ぬ

情
熱
を
傾
け
続
け
て
い
る
の
が
片

野
明
子
さ
ん
で
す
。

そ
の
た
ゆ
み
な
い
活
動
が
評
価

さ
れ
、
こ
の
ほ
ど
、
九
州
エ
リ
ア

で
国
際
交
流
に
最
も
貢
献
し
た
個

人
・
団
体
に
与
え
ら
れ
る
「
に
し

ぎ
ん
国
際
財
団
ア
ジ
ア
貢
献
賞
」

に
輝
き
ま
し
た
。

現
在
、
市
内
の
国
際
交
流
は
片

野
さ
ん
を
置
い
て
は
考
え
ら
れ
ず
、

い
わ
ば
春
日
市
の
草
分
け
で
あ
り
、

福
岡
県
全
体
の
け
ん
引
役
と
も
な

っ
て
い
ま
す
。

帰
国
後
、
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の

が
、
留
学
生
向
け
「
３
か
国
語
生

活
情
報
誌
」
の
編
集
で
し
た
。
日

常
生
活
の
疑
問
に
す
べ
て
答
え
る

情
報
誌
を
目
指
し
、
自
ら
資
金
集

め
に
も
奔
走
し
な
が
ら
多
く
の
仲

間
の
協
力
で
完
成
。
こ
の
前
例
の

な
い
市
民
の
手
作
り
情
報
誌
に
、

関
係
者
の
賞
賛
の
声
が
上
が
り
ま

し
た
。

ま
た
、「
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

会
」
を
発
足
さ
せ
て
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
の
受
け
入
れ
に
も
力
を
注
ぎ
、

自
宅
に
招
い
た
外
国
の
お
客
様
だ

け
で
も
１
５
０
家
族
、
支
援
し
た

留
学
生
は
１
０
０
０
人
を
超
え
る

と
い
い
ま
す
。

そ
の
豊
富
な
経
験
は
、
や
が
て

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
た
め
の
料

理
本
や
会
話
集
な
ど
の
出
版
へ
と

発
展
。
さ
ら
に
は
、
戦
争
孤
児
の

た
め
の
育
英
奨
学
金
制
度
を
仲
間

と
と
も
に
設
立
し
、
毎
月
25
人
の

ア
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
に
送
金
す

る
な
ど
、
片
野
さ
ん
の
活
動
範
囲

は
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
き
ま
し

た
。

近
年
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
、
留

学
生
の
悩
み
相
談
や
そ
の
対
応
な

ど
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
留
学
生
支

援
に
も
精
力
的
に
取
り
組
む
毎
日

で
す
。

「
国
際
交
流
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
異
な
る
文
化
・
習
慣
の
下
に
育

っ
た
人
間
と
人
間
と
の
心
の
交
流

だ
と
思
い
ま
す
。
お
互
い
に
、
そ

の
違
い
を
認
め
合
う
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
」。
こ
の
言
葉
に
、
一
見

華
や
か
に
見
え
て
難
し
い
国
際
交

流
に
対
す
る
片
野
さ
ん
の
基
本
姿

勢
が
伺
え
ま
す
。

昨
年
、
博
物
館
や
美
術
館
で
子

ど
も
た
ち
に
自
分
の
学
ん
だ
こ
と

を
伝
え
た
く
て
学
芸
員
の
資
格
を

取
得
し
た
片
野
さ
ん
。「
互
い
に
認

め
合
う
に
は
、
色
々
な
文
化
に
触

れ
て
お
い
て
欲
し
い
か
ら
」
と
、

今
回
の
受
賞
を
励
み
に
、
新
た
な

情
熱
を
燃
や
し
始
め
て
い
ま
す
。

片
野

か

た

の

明
子

あ

き

こ

さ
ん

（
松
ヶ
丘
）



◆
モ
デ
ル
さ
ん
に
は
、
写
真
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

△春日野小学校総合学習「博多独楽
こ ま

つくり」
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●市の人口　１０７，１８５人�
　　　　　（前月比＋44人） �

　　女５４，４０５人　男５２，７８０人�
●世帯数　　４１，１１６世帯�

●転入　534人　●出生　102人�

●転出　496人　●死亡　  36人�

　　　　　　　　（2月28日現在）�

△（敬称略、左から）今井
い ま い

彩
あや

、西
にし

香緒里
か お り

、松�
まつざき

小百合
さ ゆ り

、

馬場
ば ば

衛
まもる

、市川
いちかわ

麻友香
ま ゆ か

、横武
よこたけ

希実香
き み か

、伊東
い と う

彩
あや

大谷小学校の４年生45人が、３月11日、子育てステ
ーション｢ぽれぽれ｣を訪れ、総合学習で製作した布おも
ちゃを贈りました。
毎年、市内の子育て施設に寄贈しており、今年は、親

子が自由に立ち寄り、くつろいだ時間を過ごすことがで
きる同ステーションに贈ることにしたものです。
この日は、一針一針苦心して縫い合わせたという｢さ

いころボール｣や｢動物の家｣、｢的当て｣など８作品の使
い方を一つずつ紹介。
遊びに来ていた数組の親子

は、さっそく、この心のこ
もった贈り物を手に取り、
楽しそうに遊ん
でいました。
（広報レポータ
ー　山脇

やまわき

友子
と も こ

）

人の模範となる行いをした青少年を表彰する善行者表彰式
が、２月25日、春日原小学校で行われ、筑紫地区内の８校、
18人が表彰されました。学校、警察署、少年相談センターで
つくる｢少年愛護連盟｣が、青少年健全育成の一環として行って
いるもので、春日市内からは７人が表彰されました。
馬場
ば ば

衛
まもる

さん(春日北小)は下校途中に拾ったお金を校長先生
を通じて警察に届けたこと、今井

い ま い

彩
あや

さん(天神山小)ら６人は
昨年８月から半年以上にわたって毛勝児童センターで熱心にボ
ランティア活動に取り組んだことが評価されたものです。
表彰式では、少年相談センターの所長を兼ねる井上市長が、

｢今の気持ちをいつまでも持ち続けてください｣と、その善行を
たたえました。

△「ぽれぽれ」で、遊びに来ていた親子に作品を手渡す大谷小の４年生

３月18日、市内11の小学校で一斉に卒業式が行われました。
須玖小学校では、厳粛な卒業証書授与式と卒業生を送る｢巣
立ちの会｣の２部構成で行われました。
｢巣立ちの会｣では、保護者やお世話になった地域の人びと
から、お祝いの唄や和太鼓などの心のこもった贈り物に、卒
業生たちは目をうるませていました。
そして先生たちが｢卒業写真｣を歌いだすと、卒業生たちは
思い出がよみがえってきてか、涙が止まらない様子。
式典終了後は、在校生に花のアーチで送ら
れ、先生や友達と写真を撮ったり、校舎
を見つめたりといつまでも別れを惜しん
でいました。

(広報レポーター　福山
ふくやま

正美
ま さ み

)

v
「
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
」
を
大
合

唱
す
る
卒
業
生
た
ち


